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【はじめに】 

この度、令和５年度名古屋市工業技術グランプリに

て、名古屋市長賞を受賞いたしました。ひとえに、関

係者の皆様のご尽力によるものと誠に感謝しておりま

す。受賞を励みに、本技術をより一層発展させていく

所存でございます。 

 

【会社概要】 

当社は、自動車、航空・宇宙、医療、環境エネルギ

ー、機械、電子機器業界に必要な特殊鋼素材供給を主

な生業とし、熱処理、精密機械加工、３次元測定機に

よる測定保証（試験所認定）、ＡＭ(Additive 

Manufacturing)の設計・製造等、特殊鋼ビジネスに不

可欠な機能を多様化させ、タイ、ベトナム、シンガポ

ール、マレーシアに拠点を置きグローバルな事業活動

を展開する企業です。 

 近年では、広く社会に貢献できるよう、新たな独自

技術に取り組むことで、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目

標）への取り組みを強化しております。 

 

【開発の背景】 

当社は自動車のエンジン部品の金型材料となる特殊

鋼の販売が売上の多くを占めていましたが、特殊鋼の

需要が大幅に減ずる近年のＥＶシフトに対して、危機

感を募らせ、ＳＤＧｓへの取り組みを強化してきまし

た。 

そんな中、ＳＤＧｓに寄与できる本技術の前身技術

の開発者である田島が当社に持ち込んだ開発企画と、

当社の企業文化「Ｌｅｔ‘ｓ Ｂｅｇｉｎ！」の精神

がマッチングしたことで２０１９年に本技術の開発が

スタートしました。 

また、本技術は、同年にサポイン（現 Go-Tech）事

業にも採択され、同事業期間中に、ハイアールアジア

Ｒ＆Ｄ株式会社様と製品化に向けた共同開発がスター

ト、２０２２年度には脱炭素社会の実現に向けてＮＥ

ＤＯにも採択されるなど、社会への貢献に向けて順調

に開発が進んでいます。 

 

【技術の概要】 

本技術（ＣＡＳＴ）は、現行エアコンに使用されて

いる熱交換フィン表面の親水コードを、ＣＡＳＴ被膜

に置き換えることで、消費電力を低減することを目的

として開発されました。開発されたＣＡＳＴは、高度

な技術や高価な装置を用いないめっきやアルマイトと

同様の湿式表面処理（図１）で、処理対象となる金属

の表面にある金属酸化膜にＣＮＴを垂直配向に添加し

てナノ構造被膜（図２） 

を形成することができる技術です。 

上記被膜を形成

することができ

るＣＡＳＴは、

図３に示すよう

にエアコンに求

められる様々な

特性も付与で

き、且つ空気へ

の熱伝達を向上させエアコン消費電力の低減が図れる

世界で唯一の湿式表面処理です。 

現在、本技術をより広く製品にご活用いただけるよ

う無電解化する研究開発が『脱炭素社会実現に向けた

省エネルギー技術の研究開発・社会実装促進プログラ

ム』としてＮＥＤＯの２０２２年追加公募に採択され

ており、２０４０年度における年間原油削減量が２１

万ｋＬ見込める技術として期待されています。 

 

【今後の展開】 

 まずは、ハイアールアジアＲ＆Ｄ株式会社様との製

品化に向けた共同開発を成功させ、製品化の実績を積

んだ上で、現在もお問い合わせいただいております

様々な製品にご使用いただけるよう適用範囲を拡大さ

せてまいります。 

そして、ＣＡＳＴが一日も早く地球環境改善の一助

になるように努めてまいります。 

【現行親水コートとの対比表】 
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